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コンセプトグランドゴルフをコンピュータゲームで

　　平成２８年８月から１２月に実施した鹿児島市と鹿児島大学との介護予防
モデル事業では６５歳以上の男女を対象とした２種類の運動トレーニングの比
較検討を行った。ゲームを用いた運動と体操を主体とした運動とを比較したと
ころ、ゲームを用いた運動の参加者は、体操を主体とした運動の参加者よりも、
高い継続性と強い周囲への伝播が見られた。そのことから、ゲームを用いた運
動トレーニングは、普及拡大が見込める可能性が高いことがわかった。 
　特に社会的に孤立しやすい男性を誘いたいという声が多かったのも特徴であ
る。さらに、天候や場所に左右されず、いつでもどこでも誰とでもできること
も大きなメリットである。

■ なぜゲームなのか？

■ なぜグラウンドゴルフなのか？
　シニア世代を対象とするため、まず分かりやすく誰でも簡単に始められるコ
ンセプトを持ち、競技人口が増加しているグラウンドゴルフに着目した。グラ
ウンドゴルフは、協調（コミュニケーション）と競争が入り混じった、運動上
も精神的にも双発的な側面をもつため、参加者の心身に影響を及ぼすことがで
きる。さらに鹿児島県はグラウンドゴルフ競技人口が全国第二位であり、参加
障壁が低いことも選定理由の１つである。

■ 体操と組み合わせバランス良く
　グランドゴルフは、利き手の関係上左右対称に動かすスポーツではないため、
グランドゴルフで動かさない筋肉をカバーするように体操と組み合わせること
でさらに効果的である。参加する高齢者に合わせて体操をゲームの前後に組み
合わせて利用していただきたい。 

シニアでも楽しめて簡単で分かりやすい 
プレーヤー間でコミュニケーションを取りやすい 
ゲームをしながら実際に体を動かす 
身体機能の向上だけでなく、参加意欲の維持向上も同時にねらう 
実球打ち等の抹消神経への刺激があること 
実際の打球軌跡を、設定パラメーターに基づき画面上のボール軌跡を
描画できること

システム構成

ゲーム画面

　シニア世代の「身体能力」と「やる気」を、コンピュータゲームを用いて向
上させる。

■ プロジェクトの目的

センサ：クラブの動く(加速
度、角速度)をセンシングで
きるセンサ

クラブ：グランドゴルフで利用
されている大きさ、重さのもの
にセンサを付加

ゲーム用PC：センサ情報を受信しクラブ
の動きを演算してゲーム画面を出力する

モニター：シニアでも
見やすい大型モニター

ネット：ボールを受け止め、
打者自らがボールを拾うこ
とで屈伸運動を促す

ボール：グラウンドゴルフで利
用されているものより負荷をか
けるため重くしてあります。
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